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東京大学TR機構のワーキングモデル

研究者

企業 A

目的を共有化し
協力体制を強化

研究全体を
鳥瞰図的に
把握する

企業 B

6

TR機構

TR機構

SSC研究者の研究をサポー
トする手段・ツールを提

供する TR機構

研究者、研究成果と
企業のディマンドが
出会う場所を提供

研究者と企業の
相互理解を深め
交渉を促進する

専門家集団(SSC)と共に
個々の研究を

TRに適した形に育てる
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リサーチマッピングシステムとは？

• 東大発世界唯一のオンラインデータシステム

• 企業目線による研究内容の開示（ノンコン）

• TR志向研究者の対外アピールツール

• 産学連携のマネジメントツール

• 創薬・医療機器・再生医療・基盤技術

• 東大での使用経験から、大幅に性能アップ

• 日本・世界の大学で共有することで、世界のTRが
促進される

• さらに改良を加えることで、企業の利用価値の向上
が可能



研究者・シーズ登録状況

14部局・217名の研究代表者が登録

医科学研究

所・同附属

病院, 28

薬学系研究

科, 11

工学系研究科, 
10

理学系研究科, 
8

農学生命科学研

究科, 9

総合文化研究科, 
5

生産技術研

究所, 14

その他, 
11

医学系研究科
・附属病院, 106



新機能と今後の展開

• 利便性・閲覧性の向上

• 直接研究者へ連絡が可能

• 研究者から企業への連絡が容易かつ確実に

• アカデミアBDの大幅な効率化

• 大学間で共有し統合データが一箇所から閲覧可能
に

• 英語版の完成による国際展開も視野に

• 科学の進歩に合わせた改定による陳腐化防止

• 研究資金提供側の利用による研究者メリットの増大



リサーチマッピング研究者プロファイル

◯ ◯ ◯ ◯



リサーチマッピングシーズプロファイル

◯ ◯ ◯ ◯

ハイレベル専門家集団による質問票
企業R&D、渉外・導入（BD）、PMDA経験者、

特許専門家、ベンチャー投資家、弁護士、
大学産学連携



マッピングの見え方

カテゴリー（医療機器、医薬品、再生医療当製品）

治
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マッピングの見え方

技術プラットフォーム
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用
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リサーチマッピングシステム
日本・世界のシーズ研究の統合・活用システム

リサーチマッピングシステム

東京大学はシーズ研究の
網羅的な把握と管理・運営

システムを開発した。

東京大学はシーズ研究の
網羅的な把握と管理・運営

システムを開発した。

汎アカデミア
リサーチマッピングシステム

日本・世界の大学・研究機
関に導入することで世界の
研究シーズの仮想的一元
管理・把握システムが完成

日本・世界の大学・研究機
関に導入することで世界の
研究シーズの仮想的一元
管理・把握システムが完成

アカデミア間の壁を超えて
研究者同士の協力関係の

構築が可能になる

アカデミア間の壁を超えて
研究者同士の協力関係の

構築が可能になる

研
究
シ
ー
ズ
内
容
の
提
供

製薬・医療機器
企業、VC、政府

系投資機関等に
研究シーズ内容
へのアクセス権
を付与すること
で産学連携の機
会が増加する

製薬・医療機器
企業、VC、政府

系投資機関等に
研究シーズ内容
へのアクセス権
を付与すること
で産学連携の機
会が増加する

創薬、医療機器企
業との共同研究
等の機会の増加

創薬、医療機器企
業との共同研究
等の機会の増加

ベンチャーキャピ
タルによる起業機

会の増加

ベンチャーキャピ
タルによる起業機

会の増加

公的資金の獲得
機会の増加

公的資金の獲得
機会の増加



是非リサーチマッピングシステムへご加入を

他大学への展開

– トライアルバージョンで仮体験が可能（すでに国内外の大学機関で実施中）

• トライアルバージョンはTR機構連絡先まで

– 大阪大学で導入を決定、導入準備中

– 関東甲信越臨床研究アライアンス提携大学（８大学）で導入を検討中

– 政府機関や公的投資機関での利用の可能性

– 海外大学や研究機関に積極的に紹介中

企業の活用促進
– 現在２５社が利用中（東大データのみ）

– 利用大学が増加する事で真の価値を発揮できる

多くの大学への導入と企業の利用が進む事で、相乗的に利用
価値が増大し、システムの内容も進化することが期待される
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ドラッグ・リダイレクションプログラム

企業で眠っている化合物と

大学研究者のインサイトが出会うプログラム

• 企業は、様々な理由で開発を中止する。

• 後期開発中止化合物はの蓄積データがもったいない！

• 大学研究者は、特定の作用機序を持つ化合物が欲しいが、
手に入らない！

捨てられる運命にある化合物・データをアカデミア研究で

有効活用してもらおう！



リダイレクションプログラム
試料提供までの動き

参加企業
東大TR機構/

TRAC 東大PI

化合物リスト 化合物リスト
（企業名秘匿）

試料提供申込
試験計画

試料提供申込
試験計画

試料提供
確認・合意

① ①

② ②

③

MTAの締結
試料提供

④

⑤

合意事項
の伝達

試
験
開
始*

*

リストの中の同一作用機序を有する化合物の提供企業を対象とする



ドラッグ・リダイレクションプログラム
研究成果達成後の動き

試験結果の開示

開発可能性の開発可能性の
検証

No

コミットメント オプション権設定

他社への導出

あ 興味判断に戻る

プログラム中止

資料提供企業
興味の有無

Yes

ベンチャーによる開発
VCによる投資

試料提供企業

• 自社開発
• 大学と共同開発

等

試料提供企業

ベンチャー企業
興味の有無

Yes

他企業
興味の有無

*

Yes

試料提供企業による開発/
オプション権の設定*

No

外部研究期間
興味の有無

Yes

• 追加試験（共同試
験、資金提供、in 
kind支援提供等）

• その他

If all options are “No”

追加試験等の実施

Yes

具体的な追加試験実施により
打開策が可能と考えられる場合
でかつ追加試験費用の捻出が
可能な場合

：東大

：試料提供企業

：ベンチャー企業

：その他企業

外部機関との協働（創
薬支援NW、
MRCT）、政府資金
（橋渡し）等

重複時：東
大、希望企業
等によるベス
トシナリオの
選択、あるい
は併用

#

# 試験結果に知的財産権が生じる場合は、
原則本学に帰属するものとする



今後の展開

• 大手製薬企業９社が参加参加研究者登録

• 100を超える化合物リスト

• 複数の提供依頼（提供実績あり）

• 同プログラムを、「企業の化合物（とそれに付随した情報・知識）
と研究者のアイデアが出会う広場」という位置付けで確立する

• 低リスク開発候補化合物が継続的に生じるプログラムとして発
展させ、一つのエコシステムを作り上げる
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TR機構の目指すもの

• 東京大学のTRをさらに一体的に管理し、革新的医療技術早

出拠点として医療イノベーションに貢献

• マッピングシステムを他のアカデミアでも利用いただくこと

で、日本のTRの基盤作りに貢献する

• これらのシステムの海外展開を図ることで、国際貢献や世界

のTRをリードすることに資する

• 新しい体制への移行
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ご静聴ありがとうござました


